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1. 20世紀は対立・抗争の多い時代であった。その多くに社会主義はかかわって
きた。その社会主義が崩壊ないし崩壊に瀕している。それは何故か。それは社会主
義が資本主義への移行期における国の一種の経済政策であり，またそれと結び付い
た制度にすぎず，マルクスも指摘している通り，歴史上の独立した経済体制ではな
いからであるO それは資本主義への移行期が終わるか，移行が急がれる環境が生じ
れば，それに対応して社会主義政権も崩壊し，それとともに，放棄されるものであ
る。 20世紀も終わりに近づくにしたがって，このような環境が生まれた。多国籍企
業が横行し，国際的な情報網・金融網に覆われたグローバル化した資本主義の発展
である O ここでは，一国の資本主義への移行は，単にその国の条件だけではなく，
その国を巡る国際的条件によって左右される。つまり資本主義化は一国的規模だけ
ではなく，世界的規模で進行するO それぞれの社会主義国の立場からすれば，自国
が生きるためには，これまでの社会主義政策と制度を放棄する以外抜け道のないこ
とを国際的環境の中で悟らされるのである。
2.社会主義の崩壊は，単に冷戦が終結したというだけではない。それ以上に多
くのものを世界にあたえた。それは，
( 1) 社会主義および社会主義的なものの凋落である。これには，ソ連型・指令型
社会主義，国家社会主義，労働者自主管理型社会主義，開発独裁型社会主義な
どおよそ社会主義と名のつくものすべてが含まれる。中国やベトナムの社会主
義市場経済も社会主義の衰退を象徹しているようなものだし，社会民主主義さ
えもその影響を受けている。
(2) 世界が IMF.GATT体制あるいは日・米・巨大三極時代という資本主義一色
の時代に入ったということである。貨幣増殖を目指す競争の世界が何らの抵抗
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なしに進行するとともに，環境・貧困・不況など世界の主要問題も資本主義の
肩にかかってきたということである。
(3) 民営化・規制緩和など政府の経済への介入が後退した。この傾向は旧共産圏
諸国だけでなく，先進国・中進国・途上国を問わず世界的規模で進行した。
(4) 社会主義対資本主義の構図は政治・経済・軍事・思想等多面にわたっていた
が，社会主義が明確に資本主義に劣っていることを自認していたのは経済面で
あった。それ故，社会主義国は経済力で(先進)資本主義国に追いつくことを
目標としていたのであった。しかし，追いつけないと分かったとき，社会主義
は崩壊した。いまや経済力のみがその社会の優劣を決定する決め手となること
が明らかとなった。経済優先時代の到来である。すべての分野で，政治・文
化・思想そして宗教や教育の分野でもこれらが産業化して企業化する時代が始
まったのである。
(5) いまや，資本主義か社会主義とかいった議論は事実上消滅した。すべての国
が，公然であろうと非公然で、あろうと，進んだ資本主義国になることを目指し
ている。問題はただどのような方法でそれに到達するかだけとなった。「政府
の失敗」が後退し，代わって「市場の失敗」が表面にあらわれてきた。「市場
の失敗」つまり貧富の差，経済的弱者，独占・寡占，環境等に対する対策が重
要となった。量というより質的に高い経済政策が要求されることとなった。こ
の意味からすれば， I経済政策の時代Jが到来したといってよい。
(6) 社会主義社会はある少数の社会主義思想の持ち主たちが国の権力を握り，こ
の政府の政策によって作られた制度である。したがって，この政権が崩壊すれ
ばまたその政策も制度も崩壊し，同時にその背景にあった思想も崩壊する。こ
のことは，国民をある種の思想的締め付けによって作られた制度の脆さとその
危険性をものがたるものである。「神ある思想」としての宗教による政策・制
度の社会あるいは国も同様で、ある。だが，宗教は思想より大衆性があり，歴史
的にも古いので，それだけ危険性は表面化しにくい。特に途上国においてそう
である。
(7) 社会主義思想は階級対立ないし階級差別と結び付いた思想である。この思想
の衰退は，かわって民族対立や民族紛争を表面化させた。
3.社会主義の崩壊は，旧ソ連圏に属するあるいはソ連の影響下にあった国々に
衝撃と混乱を粛した。またたとえそうでない国々でも，マルクス・レーニン主義を
指導原理とする共産党政権の国々でも相応の影響を受けた。これらはさまざまであ
った。分割前の国と統一するもの，反対に分裂するもの，ただ制度だけが変わるも
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の，また比較的混乱の少なかったものもあれば，その衝撃によって内戦にまで発展
するようなものもあった。しかし，それにもかかわらず，これらの国に共通するも
のがあった。それは，社会主義政策を放棄しあるいは後退させ，資本主義への道を
進むことであった。この道は， I体制転換j，I改革開放j，Iドイ・モイj，I建て直
しj，I移行経済Jとかいろいろの名でよばれている。
移行の道は，実行は困難であったが，やることは明らかだ、った。今日の国際条件
のもとで，それぞれの国の発展条件(いわゆる初期条件)に応じて，既に歴史的に
経験ずみの資本主義の形成史を圧縮した形で遂行すればよかったからである。その
内容は，今日の資本主義の諸条件つまり私有化・民営化，金融・証券・保険機構等
の整備，それにこれらを遂行する主体的条件(人間)の育成であった。
移行の実行も，とくに遅れた困を除けば，過去の資本主義の歴史からみればはる
かに容易であった。社会主義国といえども，国によっては工業・労働者・貨幣・運
輸等がかなり発展していたし，多くの場合，国際的協力もあったし，また，学習効
果も可能だ、ったからである。
4.短期的には移行の実行は困難であった。国によってこの困難さは異なったが，
克服しなければならない経済的混乱があったからである。克服の方法は，比較的ゆ
っくり行なおうとする graduarismと急速に行おうとする shocktherapyとがあっ
た。大体において，ソ連の影響の強い国(後者)とそうでない国(前者)とに別れ
た。
経済的混乱は主要なものとして4つほどあった。一つは，計画経済が行き詰まっ
たことからくるもの。ここでは，需要・効率・競争を重視する資本主義化(市場化)
とは反対に供給・公平・安定を目指さなければならなかった。これが移行のブレー
キとなった。二つめは，移行に伴うもの。それはときに「転換不況jtransforma-
tional recessionとよばれ，例えば国営から民営に企業が転換するときに生ずるも
のである。これは若干の例外はあったが，殆どの国に共通していた。三つ目は，資
本主義になったとして(いつ資本主義になったかの判定も必ずしも容易ではない
が)，その資本主義自体のもつ欠陥からくるもの。例えば，不況，インフレ，失業
等。それもその国の資本主義の性格によって異なった。四つめは，国際的環境から
くるものであった。それは殆ど西欧諸国の景気に影響されるものであった。 90年代
はじめ西欧諸国は全体として，景気はよくなかった。これらの固と関係が深まりつ
つあった東欧諸国が影響を受けた。
5.社会主義は資本主義のアンテイテーゼとして資本主義世界から生まれた。資
本主義はこのアンティテーゼを自己の中に内包することによって，みずからプレー
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キをかけながら，その道を歩んで、きた。社会主義は人類史において，また資本主義
自身に対してさえも負の遺産ばかりを残してきたわけではない。労働者階級の権利
の擁護，植民地の独立，途上国に対する援助や協力など，これらに社会主義という
アンティテーゼが多かれ少なかれ影響を与えたことは否定できない。しかし，今や
このアンテイテーゼが世界から消え去ろうとしている。貨幣増殖と金銭欲にかられ
た弱肉強食の競争社会，経済的力量が最優先される倫理の横行する社会がブレーキ
なしに地球的規模で進行しようとしている。人間の叡知がこの行き過ぎに歯止めを
かけるブレーキになることはあるだろうし，またそれを期待したい。しかし，これ
だけに頼れるのだろうか。あるいは，真のブレーキは，際限なく増大する需要に押
されて絶えず生産を拡大しようとする資本主義によって，破壊と汚染に悩まされて
いる地球そのものかもしれない。
